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Ⅰ はじめに 

１ 問題の所在 

 第８次小学校学習指導要領によると，鑑賞の活動

では，楽曲を全体にわたって感じ取る能力，楽曲の

構造を理解して聴く能力，楽曲の特徴や演奏のよさ

を理解する能力を伸ばし高めていくことが指導のね

らいとされている． 

 「楽曲を全体にわたって感じ取る」ということに

ついて教科調査官として第８次学習指導要領改訂に

かかわった高須は「聴き取る力や感じ取る力（音楽

的な感受）との差異を明確にするため，楽曲を全体

にわたって味わう能力を育てるための指導内容とし

た．すなわち，部分を聴いて感じる力よりも，部分

と部分のかかわり合い，楽曲全体を鑑賞する能力を

育成することを重視している．」1)と述べている． 

 つまり，鑑賞活動のねらいは，楽曲全体を鑑賞す

る能力を高めることにあるが，そのためには部分や

要素に着目して聴いて感じることが必要であり，そ

れをもとに部分と部分とのかかわり合い，さらには

楽曲全体を鑑賞するというプロセスが必要なのであ

る． 

 ここで高須の言う「部分を聴いて感じる力」とは，

分析的な聴取であり，分析的な聴取から楽曲全体を

味わう鑑賞へと子どもたちの聴き方が発展していく

ことを求めていると考える．寺田は，このことを「音

楽を特徴づけている要素のかかわり合いを知覚し，

曲想を感受するという能力が『鑑賞』の基礎的能力

であり，それを，楽曲を聴くという音楽活動を通し

て伸ばしていくのが，鑑賞の活動の本質となる．」2)

としている．部分聴取を行うことで音楽の要素の働

きをより明確に聴き取ることができ，そのことによ

って部分と部分のかかわり合いを，そしてそれをも

とに音楽全体を，より深く聴く鑑賞へと近づくこと

につながるのである． 

分析的な聴取から楽曲全体を味わう鑑賞への発展

過程についての先行研究については，衛藤と小川の

ものがある．衛藤は，身体表現を取り入れることに

よって分析的な聴取から鑑賞へと発展する授業構成

のあり方を明らかにしている3)．小川は，小学校２

年生の鑑賞の授業で，分析的な聴き方と総合的な聴

き方の相互関連について研究している4)．そこでは，

ピアノとバイオリンの音を聴き比べさせ楽器の音色

だけを取り出す分析的な聴き方から楽曲全体の聴取

へとつなぐ学習を行っている．この実践では「分析

的に聴き取った音色を楽曲自体と有機的に関連させ

ることで，音色に対しての『聴き方』がより豊かに

なった」ことが明らかにされている． 

 ただ，いずれも小学校低学年での実践であり，中・

高学年での鑑賞における分析的な聴取から総合的な

聴取への発展を研究したものは見当たらない． 

さて，音楽の授業では知覚・感受の学力を育成す

ることが中核となっている5)．その実現に有効な方

法の一つが比較聴取である．衛藤・小島は，表現領

域における授業分析の結果，比較聴取が子どもに聴

く観点を与え，知覚と感受の相互作用を促進し，そ

の成果が表現活動に応用されたことを明らかにして

いる6)．これまで多くの小学校で鑑賞指導に本格的

に取り組んでいる状況が見られない要因としてあっ

た「何を教えればよいのかわからない．主体的に鑑

賞の学習に取り組むような状況をつくり出せない．」

7)という課題は，この比較聴取を取り入れることで

解消できるのではないかと考えた． 

比較聴取について，衛藤・小島が「比較聴取はそ

の条件統制の構造ゆえ，構成要素の働き（知覚）と

表現効果(感受)の関係としての機能をもつ」8)として

いるように，何を比較聴取させるのか，どのように
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聴取させるのかという条件統制の在り方によってそ

の効果は大きく異なるはずである．したがって，ど

のような条件統制による比較聴取が鑑賞へつながる

のか，あるいはつながりやすくなるのかを検証する

必要があると考えた． 

 

2 研究の目的と方法 

本研究では教材曲として変奏曲を用いることにし

た．学習指導要領解説編に鑑賞指導の留意点として

「楽曲の中の対照的な部分を聴き比べたりする活動

などを通して，曲想とその変化などの特徴を感じ取

るようにすることが大切である」とあることから，

各変奏をねらいに即して比較聴取せることのできる

変奏曲を教材とした．変奏曲は主題とそれをモチー

フとした変奏からなり，条件統制がしやすい．学習

者である子どもたちからすれば，共通の旋律をもと

に，異なる音楽の要素が聴き取りやすくなる．さら

に，変奏の各部分の変化を辿りながら部分と部分と

のかかわり合いや全体の構成を聴き取り，鑑賞につ

なぐことができると考えた． 

 ここで分析的な聴取から楽曲全体の鑑賞へと発展

させる上で明らかにしなくてはならないのは聴取の

させ方であり，比較聴取させる部分とそれ以外の部

分とを聴かせる順序が鑑賞に及ぼす影響である．こ

れは，楽曲全体を意識した上で分析的に聴かせる場

合と，分析的に聴かせ着目すべき音楽の要素を確認

した上で楽曲全体を聴く場合とでは，いずれが楽曲

全体を味わうことができるかという問題であり，こ

れを明らかにすることは，鑑賞の学習における比較

聴取を生かした授業構成についての知見を得ること

になる．したがって，以下の２つの違いと鑑賞との

関連を明らかにすることが本研究の目的である． 

(1) 変奏曲から比較聴取させたい部分を抽出し，抽

出した以外の部分を聴かせた後，抽出した部分を

比較聴取させる場合 

(2)抽出した部分を比較聴取させた後，それ以外の部

分を聴かせる場合 

 研究の方法として，この２つの場合についてそれ

ぞれ授業を行い，そのうち鑑賞へつながりやすいと

考えられる方法でさらに検証授業を行う．比較聴取

と鑑賞との関連は，ワークシート，発言内容を資料

として分析する． 

  

Ⅱ 研究授業の内容 

１ 教材の作成 

 本研究で取り上げる変奏曲はシューベルト作曲

「ピアノ五重奏曲『ます』第４楽章」である． 

まず，この曲の第１変奏と第３変奏を取り出し，

比較聴取させることにした．それは，曲としてのま

とまりを感じ取らせる際，主題との比較をしやすく

すること，また，比較する要素が分かりやすいもの

であるということの２点からである．第１変奏と第

３変奏とを比較することによって子どもたちに気づ

かせたいのは，楽器の音色，リズム，旋律，強弱，

速度の５つの音楽的な要素である．これらの要素に

気づかせるには，２つの変奏を比較聴取させること

が妥当だと考えた． 

さらに，子どもたちの聴取意欲を喚起するととも

に，比較聴取によって変奏のつながりを知覚・感受，

思考・判断させるため，抽出した２つの部分が第１

と第３のいずれの変奏であるかを伏せ，それぞれ第

１変奏をB，第３変奏をAとして提示した．つまり，

学習課題は，AとBのいずれが第１変奏あるいは第

3変奏か，というものである． 

提示した画面は図１の通りである． 

 
図１ 教材曲の提示画面 

（画面下部には，教材曲全体の構成を帯で提示して

いる．） 

子どもたちは，AとBという２つの変奏，そして

それらを除いた主題からコーダまでの５つの部分を

聴いて，第１変奏と第３変奏がA,Bのいずれである

かを決めることになる．研究の目的に即し，次の２

つの展開方法による授業での子どもたち発言・記述

を比較検討する． 

(1) AとB以外の５つの部分を聴かせた後，AとB

を聴かせる． 

(2) AとBを先に聴かせた上で，主題からコーダま

での５つの部分を聴かせる． 
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２ 実践の概要 

(1) 指導内容 

指導内容：楽器の音色，リズムや旋律の変化を感じ

取り，変奏曲の楽曲構成を理解する． 

題材名：シューベルトに挑戦しよう 

教材 シューベルト作曲 ピアノ五重奏曲「ます」

第４楽章 

対象：小学校５年生   

指導時数：１時間 

授業は山﨑が行った． 

 

題材の目標と評価規準 

観点１ 

 旋律やリズム，楽器の音色の変化に関心をもって聴こ

うとしている．（観察・学習シート） 

観点４ 

 変奏のおもしろさや美しさを自分なりの視点をもっ

て曲全体を味わう．（学習シート） 

(2) 授業展開 

①  鑑賞曲の曲名と変奏曲が主題と５つの変奏,そ

して終わりの部分であるコーダの７つの部分か

らできていることを知る． 

② そのうちＡ，Ｂとして抜き出した第１変奏と第

３変奏の２つの部分を「曲全体がまとまりを感じ

るように」という視点から，いずれが第１変奏，

第３変奏であるかを決めた後，曲全体を鑑賞する

という学習の流れを知る． 

③ Ａ，Ｂ以外の部分を聴き，曲全体の大まかな流

れを知る． 

④ Ａ，Ｂの部分を聴き，２つの部分の違いを聴き

取りワークシートに記入し，話し合いによって違

いを確かめる． 

⑤ 第１変奏，第３変奏がＡ，Ｂのどちらであるか

の予想をワークシートに記入し話し合う． 

⑥ 曲全体を鑑賞する．  

 

 このうち，③→④を入れ替えた④→③の順による

授業も行う．つまり，③→④と④→③の２つの展開

方法による授業を行い比較検討するのである． 

 以下，学習過程については，この記号を用いて表

記する． 

 なお，この題材は，クイズ形式で行うため原曲と

異なる考えをもつ子どもがいることが予想される．

その場合，交響曲のように異なる表情をもつ独立し

た楽曲を組み合わせて一つの音楽となっているもの

も多数あることを紹介するようにした． 

 

３ 実践の実施 

まず，熊本市のA小学校（2009年10月13日実

施）で上記の展開③→④の手順で授業を行った． 

次に，熊本市のB小学校（2010年3月1日実施）

で展開④→③の授業を行った． 

さらに，熊本県北部にある阿蘇市のC小学校

（2011年3月3日実施）では上の２つの授業のう

ち鑑賞へとつながりやすいと認められた展開④→③

の方法で授業を行った． 

 授業では，「シューベルトに挑戦しよう」という学

習のめあてを設定し，あなたが「ます」の曲づくり

をしているシューベルトであれば第１変奏と第３変

奏の順序をどうしますかと問い，授業を始めた． 

  

Ⅲ 研究授業の分析 

(1) 授業展開③→④ 

楽曲全体を味わうことができるようにするために

は，まず全体を見通すことができるようにする必要

であると考え，展開③→④の方法で授業を行った．   

鑑賞する教材曲の曲名と作曲者を知らせ，教材曲

が変奏曲であること，主題を含め７つの部分ででき

ていることを知らせた．その後，「シューベルトさん

に挑戦してもらうために第１変奏と第３変奏を抜き

出し，AとBとしました．AとBのどちらが第１変

奏でどちらが第３変奏かを考えてください．」と課題

を提示した．そして，「聴いてみなくては考えられま

せんね．」と話し，第１変奏と第３変奏を除いた部分

を通して聴かせた．その後，「では，抜けていたのは

これから聴くAとBです．よく聴いて順序を考えま

しょう．」と言って聴取させた．その後，どちらが第

１，第３変奏かを決める前にそれぞれの変奏を聴き

比べて気づいたことを記述させた．その気づきをも

とにAとBのどちらが第１変奏，第３変奏かを予想

させた． 

表１は比較して気付いたこと，そして予想した理

由を全員の記述をできるだけ原文のまま一覧にした

ものである．また，この記述からどの要素に着目し

ているかを右欄に記載した．子どもの記述は，誤字・

脱字によって意味がわからないものに限り授業者が 
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修正した． 

記入後，AとBの違いについての発表の場を設け，

断片的な曲想と要素を結びつけるようにした． 

以下は，児童の主な発言である． 

（児童 a）Ａは楽しいリズムでＢはゆっくりとして

やさしいリズム． 

（児童b） Aは楽しい感じ，Bはゆっくりとしたや

さしい感じ． 

（児童 c）Ａは元気で速度が速くて元気に遊んでい

る．Ｂは元気はないけど明るい，朝起き

てねむいって感じ． 

（児童d）AとBは１拍に入っている音の量が違っ

て 

（児童e) 量って何？ 

（児童d）音の数が違うから，その分，音の長さも

違ってくるからAは１拍に入っている音

符の数が多いから速く感じて，Bはあま

り多くないからゆっくりに感じる． 

 児童dのこの発言を確かめるために，AとBを聴

くことになった．また，「やっぱり速い」という声が

児童から挙がったので，指揮をしながら聴き比べさ

せ，速度には大きな変化がないことを確認した．こ

のことから，児童dの発言のように速度に変化がな

くても同じ拍の中でリズムが細かくなると速く感じ

ることも確認した．このように，比較による相違点

へのこだわりが強く，相違部分を詳細に検討しよう

とする発言があった． 

また，楽しい，元気で明るいなどの曲想を拍の中

の音の数の違い，つまりリズムから感じていること

も確認した． 

 学習過程④の段階ではこのようなやりとりの後，

リズムと速度いう２つの要素から感じる楽しい・や

さしい・明るい・元気といった曲想を板書で整理し

た． 

児童の記述から聴取の際に意識している音楽的な

要素をみると，「速度，リズム，強弱，楽器の音色，

旋律，音高」の６つのいずれかを拠り所としている

ことがわかる．また，この表の中で，33番の児童が

Aの部分について「主題にあまりむいていない」と

記述しているように，比較聴取の際，主題とのつな

がりを聴こうとしている．3,5,10,24,25,35,36,37,39

番の合計 12 名の児童が同様の聴き方をしているこ

ともわかる．比較聴取によってA,Bの相違点を聴取

表１ Ａ小学校でのＡ，Ｂの違いと予想の理由と

着目した要素 
番号 A B 予想のわけ 要素

1
とても音が強い、速い、
元気

やさしい、軽い 主題の音とＢが似ているから 強弱，速度

2 演奏がはやい ゆっくりなえんそう 無記入 速度

3
ものすごいもりあがって
いて、だけどメロディー
とはまったくちがう

主題とメロディーがほとんど
いっしょだった。主題にして
もいいくらい。

主題のあとにぶっつづけて、またほぼ
同じメロディーがながれるとたいくつす
るし、アップダウンがあったほうがいい
から

旋律

4 はげしい なめらか Bが主題に似ていたから 旋律

5
変動がある。第４変奏と
にている

なめらか、主題とほとんど同
じ

Bが主題に似ていてAが４に似ている
から

旋律

6 早い ゆっくり ゆっくりから早いにかわるから 速度

7
はずんでいる、いきお
いよくひいている

ゆっくり、ちょっとおちついて
いる

Ｂと主題はにているからやっぱりはな
した方がいいし、Ｂと主題がとなりだろ
おかしくなるんじゃないかと思った。

旋律，リズム，速度，
強弱

8
めちゃくちゃ明るい、高
い音がつかわれている
リズム

おとなしい、うるさくないリズ
ム

Ｂはおとなしく主題をつづけて、そして
２があってＡで明るくする。

音高，リズム

9 楽しいリズム やさしいリズム
４が強いリズムだったからその前にや
さしいリズムをもってきて、メリハリをつ
ける

リズム

10
少し速い、ピアノ中心、
第４変そうとにている

少しおそい、ピアノとバイオ
リンが中心、主題ににてい
る

Ｂは主題ににているため主題のつづき
で、Ａは第４変奏ににているため、第４
変奏の前にくると思う。

速度，音色，旋律

11
飛びはねるように元気
な感じ、速い感じ

バイオリンの音がきれい
Ａは楽しい感じで他につながっている
ような感じだから

リズム，旋律，速度，
音色

12 テンポが速い
ドントッタンとそんなかんじ、
リズムがいっしょ

最初リズムがいいほう（Ｂ）がいいから リズム，速度

13 テンポが速い ゆるやか ゆるやかなあとに元気をだすため 速度，旋律

14 テンポがはやい ゆるい
最初はゆったりしていて後から速く
なっている

速度

15 テンポが速い テンポがおそい
曲は最初ゆったりで後から速くなる曲
が多いから、この曲もたぶんいっしょ
だと思うから

速度

16
飛びはねるような音、ピ
アノの音

おだやかな音、バイオリンの
音がひびく

主題とBがにているから 旋律，音色

17 ピアノオンリー ピアノ＋バイオリン 主題とBはほぼ同じ 音色，旋律

18 明るい ピアノとバイオリン、やさしい
Bの方がよく聞くので、Aのほうが先が
ないかなと思ったから

音色，旋律

19 明るい、楽しい
ピアノとバイオリン、ふつう、
やさしい

いきなり明るいのはおかしいし、だか
らゆっくりなＢを先においたと思う

音色，旋律

20
流れるような感じでテン
ションが高い。ピアノ的

Aと反対でテンションが高く
はない、ピアノとバイオリン

Ａみたいなのは、まん中にありそうだ
から

音色，旋律

21 はねている なめらか
２はなめらかでしずか、Ｂはなめらか、
Ｂと２は同じなのでＢと２、Ａと４は同じ
まとまりになっている

リズム，旋律

22 はねるような感じ、速い なめらか、ゆっくり
Aは速いかんじがしていきなり１番に入
れない方がいい。主題とBが似てい
る。

リズム，旋律，速度

23
はねるような感じ、リズ
ム少し速い、音符たくさ
ん

なめらか、リズムゆっくり、お
んぷすくない

Ａがさきだと主題とつながらない気が
するし、Ｂは主題と同じリズムでつなが
ると思ったから、Ａが１番になると入り
方がいきなりすぎる。

リズム，旋律

24
テンポが早い、さわがし
い、元気

テンポがゆっくり、やさしい、
主題と似てる

Ｂは主題に似てるし、Ａはいきなりテン
ポが早くなってつながらないから。Ａは
主題とちがう。だから、つながりにく
い。

速度，リズム

25

さわがしい感じ、テンポ
が速い、あるく感じでい
くと走っているような楽
しい感じ

ゆっくりしている。主題となん
かにている。あるく感じいくと
少しおそめのスキップ、やさ
しい感じ

Ａがいきなりどどんていくと、あんまり
つながらないと思う。それにＢはなめ
らかでやさしい感じで主題や２につな
がるから

リズム，速度，旋律

26
はげしい曲、楽しいリズ
ム、音符が多い

おだやかな曲、やさしいリズ
ム、音符が少ない

Bの曲は主題に続いているような感じ
だけど、Aの曲は主題に続いていない
から

リズム，旋律

27
はねている曲、楽しい
曲、元気がいい曲

おだやかな曲、ゆっくり曲、
元気がない

主題はゆっくりした感じでＢの前みた
いな感じだったし、４はＡみたいに楽し
い曲みたいなかんじだったから、１番
がＢで３番がＡ

リズム

28
テンポが速い、明るい、
元気がいい

やさしい、ゆったり、なめらか
Ｂと主題が同じような（ほとんど同じ）
曲だったから

速度，旋律

29
テンポがはやい、明る
い、のりがある。

ゆったり、まったり、なめらか

Ｂがゆったり風であとからだんだんは
げしくいった方がいいから。もし、最初
にＡがきてたら音楽を聞いた時に、主
題の後にいきなり、はげしいＡがきた
らあまりついていけないから

速度，旋律

30 にぎやか、たのしい しずか、やさしい
主題からどんどんにぎやかになって、
さいごはしずかに終わるような感じだ
から

旋律，強弱

31
元気がいい、はずむか
んじ、リズムがいい、お
んぷが多い

バイオリンが入って少しなめ
らかなかんじ、やさしいかん
じ、おんぷが少ない

主題と似ている方が自然で、Ａは４と
同じようにもりあがっていてつながる
から

リズム，音色，旋律

33

ピアノがいそがしくうご
いている。主題にあまり
むいていない。音ぷが
１ぱくに多い

主題にそっくり。あまり速くな
い、音ぷが少ない

バリエーションは、主題と似ていたほう
が自然に感じる

音色，旋律，リズム

34
Ｂにくらべて音が高い、
テンポがＢよりはやい

Ａにくらべて音が低い、テン
ポがＡよりおそい

Ｂはテンポがおそく２も同じ、Ａはテン
ポがはやくて４，５はすこしはやいから

音高，速度

35

同じリズムを何回もくり
返している。音ていが
高くなったり低くなった
りしている。けっこうリズ
ムが速い。音も速い。

Bは主題と終わりの部分と
同じリズムで音ていがちょっ
とかわった。ゆっくりしたリズ
ム。

主題とBの音がいっしょでリズムもいっ
しょだからさいしょにBをもってきてAを
あとからもってきた。

リズム，音高

36
元気な感じ、楽しい感
じ、リズムが速い

リズムが主題と似ている、な
めらかな感じ

Bは主題とリズムや音が似ていて,なめ
らかな感じがするから

リズム，旋律

37
楽しくて元気がいい感
じ、リズムがいい

なめらかな感じ、主題の部
分とリズムが似ている

Ｂのリズムは主題と似ているから、Ａ
は元気のいいかんじだから

リズム，旋律

38
なんかはやくて元気っ
ぽい、リズムにのってる

Aよりなめらかな感じ
主題とBがにてるような気がする、４と
からへんとAがにてるような気がする

リズム，旋律

39
楽しいリズム、リズムが
交たいになっていて一
つ一つはっきりしている

なめらかで主題と同じような
リズム

Bは主題と同じような音ぷがつづいて
いてリズムも似ている。Bがなめらか
だと思って主題も同じような感じでBが
主題につづいているから

リズム，旋律

40

同じ音が何回もくり返
し、一つ一つの音が
はっきり、元気、速い、
楽しいリズム

なめらかに進んでいる。ゆっ
くり

Ｂは主題と同じ音、リズムだったから。
Ａは４ばんとにている。

リズム，旋律
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する以外に，他の各部とも比較しながら聴いている． 

 学習過程⑤では，曲想と要素の結びつきを板書で

確認した後，A,Bのいずれが第１変奏，第３変奏で

あるかを予想させ理由を記述させた．原曲通りの順

に予想した子どもは 33 名，異なる予想をした子ど

もは６名であった． 

記述後の話し合いは以下の通りである． 

Ｔ： AとB，どちらが第１主題だと考えましたか． 

（児童 d）主題から並べると主題に近いのは，Ａと

ＢのうちＢだから第１主題はＢ 

（児童 e） 主題がやさしい感じがするから，同じ

やさしい感じのするＢ 

（児童 f） さっき d 君が言ったことからつなげる

感じなんですけど，主題とＢが似てたか

ら主題の部分を一番伝えたいんじゃない

かなと思うので，続けてやるより分けて

やったりする方がいいんじゃないかなと

思います． 

Ｔ： わざと違う感じを組み合わせた方がいいんじ

ゃないかな，その方が伝えたいことがよくわか

るんじゃないかなという考えですね． 

（児童 g） お話でも何でも初めの方は平和でなん

か真ん中からへんで感じががらって変わ

って，終わりもめでたしめでたしみたい

な本がいっぱいあるじゃないですか．そ

れみたいに曲もはじめは主題と同じよう

に流れてて途中でがらっと曲のイメージ

が変わってからまた主題に似たような感

じで終わるというふうに． 

（児童 f） 今の意見は，そのＢが終わりの部分な

らそういうのも通るかなと思うけど，Ｂ

はまったくど真ん中だしお話は関係ない

んじゃないかと思う． 

このやりとりから，児童 fは学習過程③の段階で，

主題が作曲者の主張の中心部分であり，それ以外の  

部分はそれを助けるための部分であるという意識を

もったと解釈できる．児童 fと同じように考えた子

どもが表１の記述から3，7，18番の３名いること

が分かる．「曲全体がまとまりを感じるというよう

に」という課題を提示した際，主題を効果的に表現

することがまとまりのあることだと考えているので

ある．つまり，変奏曲をつながりのある一つのまと

まりととらえるのではなく，７つの独立した楽曲が

集まって一つの音楽をつくっているというとらえ方

をしている．抽出以外の部分を先に聴かせることが，

このような意識をもたせることにつながったのでは

ないか．また，全体の見通しをもたせた上で，抽出

したＡとＢがどちらにあてはまるのか比較させたこ

とが，相違点に固執し詳細に検討することにつなが

ったのではないかと考える． 

予想する際，つながる前後を聴いて確認したり，

予想を確定する前にＡ，Ｂを挿入して音楽全体を聴

いたりしてもよいとしていたのだが，それを希望す

る発言がなかったのはそのためではないかと考える． 

その後，Bが第１変奏，Aが第３変奏であること

を知らせた．そして，楽曲には交響曲のように途中

に緩徐楽章を入れ変化をもたせる構成もあることも

話した． 

 

(2) 授業展開④→③ 

 ここでは，抽出したＡ，Ｂを先に比較聴取させ，

その後でそれ以外の部分を聴取させた．聴取させる

までの教師の働きかけは，③→④の場合と同じであ

るが，聴取させる際，「AとB，どちらが第１主題な

のかは，聴いてみなくては考えられませんね．では

まず，抜き出したAとBを聴き，その違いをみつけ

ましょう．」と言って比較聴取させた．気づいたこと

を記述させ，それを発表させた． 

表２は，Ｂ小学校における全員の記述である．A

小学校の場合と同様，右欄には子どもの記述から着

目した要素を記載した． 

記述をみると，Ａ小学校と同様に「速度，リズム，

強弱，楽器の音色，旋律，音高」の６つのいずれか

の要素を聴き取っていることがわかる． 

 記述後，児童は以下のように発言した． 

Aについて 

（児童a）Aは聞きづらい． 

Ｔ： どうして？ 

（児童a）はげしすぎる．ごちゃごちゃしている． 

（児童 c）速い 

（児童d）音の高低差が大きい 

（児童e）Aはピアノ中心 

（児童 f）ピアノしか聞こえんかった． 

（児童g）音が強い． 

（児童h）ピアノが強い． 

（児童g）全体が強い． 
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（児童 i）バイオリンも強い． 

Bについて 

（児童 j）速さがゆっくりだからなめらか． 

（児童k）ゆっくりで聞きやすい． 

（児童 l）一つ一つの音がはっきりして聞きやすい． 

 

A小学校での授業と同じように児童の発言を曲想

と要素の結びつきを板書で確認した後，A,B以外の

部分を主題から順に聴かせた．その際，各部分の気

づきを書くようにしたが，A，Bの比較聴取によっ

て確認した５つの要素をもとに記述していた． 

その後，いずれが第１変奏，第３変奏であるかを

予想させ理由を記述させた．予想は，全員が原曲通

りの順であった． 

 実際に，主題→A（第３主題）と続けた場合と主

題→B（第１主題）と続けた場合を音で確かめるよ

うにした． 

主題からA（第３主題）に入ったとたん，多くの

子どもたちから「おかしい」という声が挙がった．

急にピアノによる細かいリズムの変奏になったこと

に違和感を覚えたようである． 

 学習過程④→③では，A,Bだけの比較聴取を先に

行うことで，その相違点である５つの観点が明確な

ものとなっている．記述も当然，A,Bの比較による

ものだけである． 

 曲全体のまとまりについての考えも，A小学校で

の発言のように，主題を表現するために各部分があ

るというようなものは発言の中にも記述の中にも見

られない．記述からは，１番の児童が「主題がなめ

らかだったから，次はBの音にしました．」と書い

ているように第１変奏，第３変奏それぞれとつなが

る部分をもつ主題，第２変奏，第４変奏とのつなが

りを聴こうとしているのが分かる．また，この記述

のようになめらかな感じがつながるように意識しの

は全体のまとまりを意識しているからだと考えられ

る．そして，このような記述が全員に見られること

から，全員が主題からコーダまでの７つの部分をつ

ながりのある一つのまとまりとしてとらえようとし

ていることがわかる． 

 これらのことから，変奏曲を一つのまとまりとし

て聴かせるためには，比較聴取を先にする学習過程

④→③が有効だと言えよう． 

 この後，シューベルトはBを第１変奏，Aを第３

変奏としていることを知らせ，教材曲を通して鑑賞

させた． 

 

(3) 授業展開④→③の検証 

 授業展開④→③は本当に，楽曲全体をまとまりと

して鑑賞させる上で有効と言えるのか，少人数学級

であるＣ小学校で授業を行い検証することにした． 

表２ Ｂ小学校でのＡ，Ｂの違いと予想の理由と着

目した要素 
番号 A B 予想のわけ 要素

1 速い、はげしい
Ａよりもゆっくり、なめら
か

主題がなめらかだったから、次はＢの音
にしました。第４変奏がはげしかったの
で、その前をＡにしました。それに少し早
かったから。

速度，旋律

2
最初からはく力が
ある。最後に静か
になる。

無記入

主題がゆっくりなので、さっきＢもゆっくり
だったから。第２変奏ははやいから、さっ
きＡもはやかったから。だから音がつなが
るから

速度，旋律

3
音の大きい。はや
い、ききづらい

音がききやすい、音が
Ａより小さい

主題がはげしくなかったから、主題のつぎ
はＢ。２へんそうはちょっとはげいくなった
からつぎはＡ

強弱，速度，
旋律

4
明るい、テンポが
はやい

Ａとくらべて少しゆっくり
Ｂがゆるやかだったから主題もゆるやか
だったのでＢがさいしょでＡははげしい音
だったからＡが後だと思う。

速度，旋律

5
音が大きい、テン
ポが速い

ゆっくりな音、テンポは
ふつう

主題の所でゆっくりな所から急に速くなる
のはおかしいかなと思ったから。第２変奏
の時、音がすこし大きくなっているから第
３はＡ

強弱，速度

6
早い、ピアノいが
いに楽器がない

ゆっくり、ピアノいがい
に楽器があった

最初がゆっくりだったからＢ、第２変奏が
早いからＡ

速度，音色

7
速い、同じような
メロディー、音が
強い

おそい、音が弱い

主題はゆっくりで音が弱いから、Ｂはゆっ
くりだからつながりがいい。２がはげしく
なったＡは、はげしいからつながりがい
い。

速度。旋律，
強弱

8
テンポが早い、元
気で明るい

テンポがゆっくり、少し
おちついていて暗い感
じ

Ｂは第２変そうと似てるしテンポもゆっくり
しているから、Ａは第４変そうとにてはげし
い感じがするから

速度，旋律

9
音が大きい、高低
がある、はげし
い、はやい

ゆっくり、高い音、低い
音

主題がゆっくりだからＢにつながる。第２
変奏からＡＢ両方のふつうの速さだからＡ
につながると思う

強弱，音高，
速度，旋律

10
明るい、はやい、
最後ゆっくり

ゆっくり、やさしし感じの
音

やさしい感じから少しずつ音が強くなって
いるから

旋律，速度

11
少しはげしい、は
やい、明るい

Ａにくらべて少しゆっくり
主題もＢもなめらかだったから。Ａもはげし
くて第４変奏もはげしいから

旋律，速度

12
音が高くてはや
い、明るい

最初はゆっくり
Ｂは主題と似ていてゆっくりだから、Ａは２
と似ていてはやかったから、４といっしょで
こうていさがある。

音高，速度，
旋律

13
ピアノのえんそう
がはやい

ピアノのえんそうがおそ
い

主題とＢはゆっくりだからＢにつながって
いる。第２変奏はＡよりちょっとおそいけど
ちょっとずつ早くなっているからＡにつなが
る

音色，速度

14
とちゅうでながれ
ているようなきが
する

これはさいしょからのよ
うなきがする

Ｂのときはなめらかで主題のところもなめ
らかだったから。Ａのときは、２のところで
すこし早くなってきたから次は、はげしい
のがつづくかなと思った。

旋律

15 音がはやい
音がゆっくり、音がゆる
やか、音が小さいところ

主題からゆっくりした音になっていてＢの
方があうと思いました。第２変奏ですこし
高くなっているからＡの方だたと思いまし
た。

速度，強弱

16
音楽がはげしい、
速い

Ａとちがってなめらか。
はやくもなくて、おそくも
ない。ちょうどいい

最初はゆっくりで、それに続いてＢをすれ
ばいいと思う。第２は、少し音が強くて、Ａ
も音が強いから第４も強くてあうと思う。

旋律，速度

17
Ａは明るくて音楽
や早くなってい
た。

ＢはＡと同じで明るく
なっていたけど、ちょっ
とだけ音楽がおそかっ
た。

さいしょに言ったころからＢはＡよりも
ちょっと音楽がおそかったし、主題の時
に、Ｂと同じ早さだと思った。

旋律，速度

18

Ａはピアノだけし
かつかっていな
い。Ａの方が速
い。

Ｂはいろいろな楽器が
使われている。ＢはＡよ
りもおそい（ゆっくり）

Ｂを聞いた時、いろいろな楽器がつかわ
れていて、第２変奏もいろいろな楽器がつ
かわれていたから。Ａは音など、リズムが
速いから。それに、第４変奏もリズムが速
い。

音色，速度，
リズム

19
はやい、きょくが
わかりやすい

おそい、おそくてわかり
やすい、なめらか

ちっちゃかったり、おきくなったりおとがす
るから

速度，旋律，
強弱

20
音楽がはげしい、
少し早い

Ａとちがってしずかな感
じ、ちょうといい早さ

主題がゆるやかな感じだから、Ｂを続いて
いれたらいいと思ったから。第４変奏が最
初大きい音だったから、Ａを続けていれた
らあうと思ったから

旋律，速度

22
終わる時、あいだ
がなかった。

終わる時、あいだが
あった。

Ｂの曲は、主題の次に聞くと曲のつながり
があっていると思う。Ａの曲は第２変奏と
同じ音だから。

旋律

23
ピアノ中心、はや
い

おそい、ピアノ以外の
楽器も聞こえる

曲の最初が、ゆったりしていて、どんどん
はやくなったりしていたから、さいしょに
ゆったりしたＢを入れて、あとにはやいＡを
入れた。

音色，速度

24
はやい、すこし音
がつよい

おそい、すこし音がよわ
い

Ｂは第２変奏とにていてゆっくりで、Ａは第
１変奏とにていてはやいから

速度，強弱，
旋律

25
スピードが速い、
音がたかい、早さ
がおそい

スピードがおそい、音
がＡとくらべるとひくい。
早さがとてもおそい

ゆっくりだったからＢは主題もゆっくりだか
らつながりをかんがえるとＢのつぎに２の
あとで２は少しはやいからつながりを考え
ると２のつぎがＡになる。

速度，音高，
速度
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 授業の流れは，Ｂ小学校と同様であり，表３はＣ

小学校における全員の記述である． 

記述をみると，ここでもＡ小学校，Ｂ小学校と同

様に「速度，リズム，強弱，楽器の音色，旋律，音

高」の６つのいずれかの要素を聴き取っている． 

（児童a）Aは音が大きく，リズムが速く，ピアノ

が全体的に目立っていた． 

（児童b）Aは音が低い 

この段階で，板書に整理したものをもう一度聴い

て確かめさせ，音の高さは聴こうとする楽器によっ

て高さが異なること，Aの旋律は音の低いコントラ

バスが担当していることを確かめた． 

 C小学校でも５つの観点についての発言があった． 

曲のつながりを予想した記述においても，B小学

校と同じように，主題，第２変奏，第４変奏とのつ

ながりを５つの要素をもとに聴こうとしていること

を読み取ることができる． 

番号 Ｂ小学校 Ｃ小学校

1

最初からなめらかだった。３からはく力がある。そし
て、最後におだやかになってなめらかになって、終
わっていくからすごい。分かったことは、音ていがぜ
んぜんちがったら、いい曲は作れないということが
分かりました。

音の大きさやテンポがつながっていてあまりはげし
い音のつながりがない。最初と最後の曲は少ししか
変っていない。

2

ＢＡでやったほうがつながり（流れ）がある。主題→
Ｂまではおそいけど、２，Ａ（４）がはやいけど４の終
わりがおそくなる。５もおそくてコーダは速くなって
おそくなっていく。

主題とＢは音も同じだしあまり大きい音を出してい
なかったし、第２変奏の時にだんだん音がはげしく
なっていた。

3 主題から１変奏にかわるときれいになる。
曲で音の大きさやリズムの速さがかわったりするし
音の高さがかわるからおもしろい

4
全体で最初からめらかで２までなめらかだけど第３
からはげしくなり、第４のさいしょまではげしいけど、
第４のとちゅうから後まではゆるやか

音のバランスがとれていたのですごいと思いまし
た。なめらかなところもあれば、はげしいところも
あった。主役が代わっていた。

5

よそうがあたりました。やっぱりＢ，Ａでしたか。全体
的に音の差がはげしい曲だなと思いました。第４変
奏の所が音が急にかわっておもしろかったです。と
ても楽しい曲でした。

Ｂが第３変奏の時より音の大きさの差があんまりな
かった。なめらかになったり早くなったりして音も大
きくなったり小さくなったり低くなったり高くなったりし
ている。

6
予想が当たった。最初はゆっくりでもとから早くなっ
たりした。最後のほうはまたゆっくりだった。

7
ゆっくりで音が弱いからだんだん速くて音が強くなっ
てだんだんゆっくりで音が弱くなった。

１曲の中の順番にはちゃんと一つ一つわけがある
んだなあと思いました。今度は、ほかの曲の順番の
わけも見つけてみたいです。

8
主題がゆっくりだったら、次もゆっくりで、だんだん
早くなっていくことが分かりました。

つよくなったりよわくなったりシュベルトさんおさっ
きょくした曲をほかにもききたいなとおもった。

9

主題からＢに入って２変奏に入るまではゆっくりだと
３へんそうからははげしくなってる。でも、４変奏か
らまたゆっくりに変わった。だから、この曲は音の高
低差がはげしい曲だと思う。

最初は弱くだんだん強くなっていた。強い時は、ピ
アノが目だち弱い時は、バイオリンが目だってい
た。シューベルトさんはつながりを考えていてすごい
なと思いました。

10
順番が少し変わっただけでもだいぶちがうんだなと
思いました。

へんそうごとで使っている楽器でちがうのですご
い。シューベルトはこんな曲を思いつくのでそんけ
いしてしまうほどすごかった。

11
始めの方はなめらかで、と中からはげしくなる。音
が小さくなったり大きくなったりする。

シューベルトが作った曲はつづき・つながりがあっ
た。最初らへんはなめらかな曲だったけどさいごら
へんは元気な曲になった。

12

最初はゆっくりでとちゅうから少しずつはやくなって
最後はゆっくりになるなあと思いました。だから作文
やお話のようだなあと感じました。本当にますがお
よいでいるような感じがしました。

つながりを考えてつくってあった。テンポの速さや音
の高さ、大きさを考えてつくってあった。それぞれの
変奏のよさを考えたつなぎになっていた。つなぎの
所に音の差がないのできれいになっている。

13 やっぱりＢ・Ａだった。全部つながっていた。

主題とＢはにていて２とつながっていてだんだんつ
よくなってＡは４とつながて音がとても大きかったけ
どあとから小さくなって５はゆるやかでバイオリンの
音ひびいていてとてもきれいで楽しくてコーダは急
にリズムが速くなってとてもリズムがきれいでピアノ
の音がよくて最後はオペラみたいでさびしく思って
いた。

14

さいしょは、なめらかだけどあとからはげしくなってさ
いごらへんからすこしなめらかになってきた。さい
しょはなめらかのところは、バイオリンがめいんでは
げしいところはピアノがめいんだった。

予想とはちがったけど全体をきいてやっぱりそのだ
んらくが一番いいなあと思いました。

15
よそうあたった。やっぱりＡとＢだったらちょっと音が
あわないからです。ＢＡだったら音声があっていると
思いました。

16
やっぱりＢだった。Ｂをすると音がちょうどいいし、そ
の次の音にあう。Ａはきゅうにはげしくなった。４は、
とても最初ははげしいけど、後はんは少しゆっくり。

17

最初はゆっくりで３のところからいきなり早くなって
いたので、びっくりしました。でも、５のところは、３と
ぜんぜんちがうくて、ゆっくりになっていた。ますが
元気におよいでいる感じがしました。

18

主題、第１変奏、第２変奏はゆるやかだけど、第３
変奏からいきなり、リズムが速くなっている。第５変
奏から、また、ゆるやかになり、コーダではいろんな
楽器があってきれい。

19
タイミングいい、バランスがいい、よわい音とつよい
とにわかれててよかった。

20
予想があたってＢとＡだった。第２変奏から第３変奏
にうつる時、第３変奏が、最初からきゅうにはげしく
なった。

22
よそうがあたった。最初はゆっくりで、と中から速く
なって最後はゆっくりになった。

23

曲をきいていて、こうきゅうなレストランでながれそ
うな曲だと思いました。後半はめちゃくちゃはげしい
と思いました。だけど、５からゆっくりになった。ゆっく
りになったり、はげしくなるのにちゃんとした曲に
なっているからスゴイと思いました。

24
最初はなめらかにしてある。中は、はげしくあって最
後がくらい。

25

ＢＡということがわかった。だんだん速くなっていっ
て最後におそくなる。２から３はきゅうに速くなって
いる。３から４はとてもわかりやすくなっている。１か
ら２はゆっくりからすこしはやくなっている。

表４ Ｂ小学校とＣ小学校の鑑賞後の感想 

表３ Ｃ小学校でのＡ，Ｂの違いと予想の理由と

着目した要素 

A B 予想のわけ 要素

1
テンポが早い、楽しい感
じ、ぼうけんしているよ
う、フォルテが多い

ゆっくりでやさしい感じ、
なめらか、Ａよりも静かだ
けどたのしい曲、音がた
かい

主題、Ｂ,第２変そうだと静
かな曲どうしなのでつな
がりがあって、Ａ、第４変
そうはすこしテンポや音
が大きい曲どうしでこっち
もつながりがある。

速度，旋律，強弱

2
はやい、音がはずんでい
る

おそい、音がはずんでい
ない

第４変奏のさいしょがは
げしいしＡもはげしいから

速度，リズム，旋律

3
最初から音程が高かっ
た。演奏がはげしい。速く
はねているような演奏

音程は低くなめらかにな
がれていた。バイオリン
などが使ってあった。

つながりがむりやりすぎ
たから

音高，速度，リズム，
旋律，音色

4
Ｂよりリズムが速くてはげ
しい

Ａとくらべるとリズムが
ゆっくりで静か、やさしい

主題とＢはてんぽが似て
いてＡが第４変奏に似て
いるから

リズム，旋律

5

はげしい。音が上がった
り下がったりしている。音
が大きい。ちがう音が
次々に出てくる。音がは
ずんでいる。

音の流れる速さがなめら
かで、そこまで音も大きく
ない。音程はあまり変わ
らない。音があまり止まら
ずに進んでいる。

無記入 旋律，旋律，リズム

7

リズムが早い、最後の方
は音が小さくなっていく、
ＢとちがってＡははげしい
曲

リズムがゆっくり、Ａとち
がってＢは静かな曲、お
ちついている。

Ａは主題と音があまり
あっていない。Ｂは主題と
音が同じ

リズム，強弱，旋律

8

音が大きくはくりょくがあ
り、音はかわらず大きくピ
アノが全体のしゅやくのよ
うなかんじ

やさしいかんじでバイオリ
ンヒオラなどが主やく、い
んしょうてきにのこった。

Ａのはげしいまま４にいく
かなとおもった。

強弱，音色，旋律

9
強い感じでながれだし
た。ピアノが目立ってい
た。

やさしい感じだった。ピア
ノやそのほかの楽器がや
さしくひいていた

Ａからの第２変奏へのつ
ながりが少しへんだった。

強弱，音色，旋律

10
Ａはけっこうはげしいかん
じがした。Ａはちょっと早く
えんそうしている。

Ｂはとてもなめらかだっ
た。Ｂはのんびりえんそう
している。Ｂはちょっと
ゆっくりだった。

無記入 旋律，速度

11

Ａはとても明るい曲、とて
も元気な曲、Ｂはなめら
かな感じだけど、Ａはとて
もはげしい。ピアノの音が
強い。

Ｂはとてもおちついたよう
な曲。Ａはとても明るい曲
だけどＢは、とてもおちつ
いた曲。ピアノの音がす
こし弱くなった。Ｂはバイ
オリンとかが強くなってい
る。曲のスピードはとても
ゆっくりだった。

主題の次がＡだと音の大
きさがすこしでこぼこにな
るからＢからＡにした。

旋律，音色，速度，
強弱

12

Ｂよりてんぽ（リズム）が
早い。またそのてんぽが
早いので元気に聞こえ
る。高い音が多い。

Ａよりゆっくりなリズムで
静かな感じ。てんぽがお
そいので音がひびいてや
すらかに聞こえる。低い
音が多い。

Ａのてんぽの曲からいき
なりてんぽの速い曲にな
るとつながりがおかしい。
またＢのテンポのおそい
のからじょじょにテンポが
速くなっていく方がいいか
ら。

リズム，音高，速度

13

さいしょから大きい音で一
番中心みたいでＢとはち
がう。Ａは曲のなかで一
番大事な中心的だからピ
アノが中心

Ｂは最初はやさしいきょう
でゆるやかでＡとはちが
う。Ｂは曲の初まりみたい
でやすらかにかんじるバ
イオリンが多くつかわれ
ているから

Ｂは主題と似ているか
ら。Ａは４とつりあってい
たから。

強弱，音色，旋律

14

元気にえんそうしている。
楽しそうにえんそうしてい
る。速くひいていて音を高
い音ばかりを使っている
から。

やすらかにえんそうして
いる。あとになにかをひい
ている。マイペースにひ
いて音にひくい音を出し
ているから

きいたことがある歌がち
いさい音からいきなり大
きい音みたいな音楽を
いっぱいきいたことがあ
るから

旋律，速度，音高
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 また，変奏曲をまとまりとして聴いているかどう

かについて，児童の記述を見ると，１番の児童が「主

題，B，第２変奏だと静かな曲どうしなので，つな

がりがあって」と書いているように，５つの要素や

それによる曲想をもとにまとまりとしてのつながり

を聴いていることが分かる． 

子どもたちの予想は，原曲通りの順が１０名，異

なる順は２名であった．理由としては，急に強くな

ったり弱くなったりした曲を聴いたことがあること

を理由に挙げていた．自分の音楽経験に照らして考

えていたのである．まとまりのある一つの曲として

経験と照らしている．また，この中の一人は全体を

聴取後「全体をきいてみるとやっぱりそのつながり

がいいと思った．」と発表した．もう一人は，「１曲

の中の順番には一つ一つわけがあるんだなと思った．

ほかの曲の順番のわけも見つけてみたい．」と記述し

ていた．２人とも納得して鑑賞することができたよ

うである． 

  

(4) 鑑賞後の感想 

 変奏曲を一つのまとまりとして聴こうとしていた

Ｂ小学校とＣ小学校の児童は，鑑賞後どのような感

想をもったのかを見てみる．（表４） 

 記述を見ると，比較聴取で明らかにした５つの要

素の中から曲全体を聴こうとしていることを読み取

ることができる．５つすべてを聴くというのは，難

しいようだが，５つの中のいずれかの要素に着目し

て全体を聴くことはできている． 

 これは，小川が指摘したように，分析的な聴取で

獲得した知覚・感受をきっかけに全体像を捉えると

いうことと合致することである9)． 

 ただし，Ｂ小学校では12番の児童，Ｃ小学校で

は13番の児童のように，分析的な聴取をきっかけ

として全体像を捉えた上で，それを作文やオペラに

おきかえて感じ取る児童もいた．これは，Ａ小学校

での児童gの発言も同様である．児童の中には，学

校，学級の規模，そして展開方法にかかわらずこの

ような感じ方をする児童がいるとういうことであろ

う． 

 

Ⅳ 結論 

本研究では，２つの展開方法と鑑賞との関連を明

らかにすることが目的であり，実践から以下のこと

を導き出すことができる． 

(1) 比較聴取の有効性 

 本研究における比較聴取の有効性を２つの学習展

開の共通点から見る． 

本研究では対象教材を変奏曲に限定したが，展開

③→④，展開④→③のいずれにおいても変奏の比較

聴取によって，授業者が意図した音楽の５つの要素

のいずれかを学習者は聴き取ることができ，学級全

体で５つすべてを確認することができた．このこと

から，比較聴取が音楽を聴く際，学習者である子ど

もたちに音楽の要素を意識して聴き取らせることに

有効であると言える． 

(2) ２つの展開方法と鑑賞との関連 

２つの展開方法における相違点から各方法と鑑賞

との関連を考察する． 

展開③→④では比較聴取をさせる際，最初に各部

分を聴いているため，AとBの比較と合わせて，同

時にそれ以外の主題や各変奏との比較もすることに

なる．そうすると，AとBの比較の他，Aと主題，

Bと主題というように最大１１通りの比較聴取をし

なくてはならない．これでは，情報量が多くなり一

つ一つの聴取が浅薄なものになりかねない． 

楽曲をまとまりとして意識させるという点でも，

展開③→④では各変奏を独立した楽曲ととらえる子

どもがいたことから，各変奏がかかわりあって一つ

の楽曲を構成していることをとらえさせることは難

しいことが分かった． 

展開④→③では，AとBの比較聴取で聴き取った

音楽の要素をもとに，各変奏を聴き取ることになっ

た．AとBの比較聴取によって聴き取ることができ

た要素に個人差はあるが，学級でそれを共有する活

動を取り入れることでそれを解消することができた．

このことは友達とともに学ぶ音楽科学習にとって大

切なことである．さらに，全曲を聴取する際，ほと

んどの子どもが曲全体を一つのまとまりとして各部

分のつながりや構成を聴いていた．これらのことか

ら，小学校段階の子どもたちにとって，展開④→③

の方が鑑賞へつなぐためには有効だと言えよう． 

(3) 聴取と鑑賞の関係 

 展開③→④で授業を行ったA小学校において，も

っとも時間を要したのが，AとBの比較である．他

の部分とのつながりを意識しているため，AとBの

違いを詳細に検討しようとしたのだ．児童の発言に
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あるように，速く感じるのは速度の違いなのか，リ

ズムの違いなのかということに固執し明らかにした

のである．比較聴取には，このように相違点を詳細

に検討しようという意識をもたせる効果もある．し

かし，このことは鑑賞をねらいとした学習であれば

比較することのみに子どもたちの意識が向いてしま

い，そこから鑑賞へとつながりにくくなりかねない．

教材の選択と提示方法という条件統制の大切さを改

めて確認することができた． 

 

Ⅴ 今後の課題 

 今後の課題として以下の３点が挙げられる． 

①今回は，変奏曲を鑑賞の対象として限定したが，

他の種類の楽曲を対象としたときの効果的な比較

聴取の活用法を検討する必要がある． 

②比較聴取については，その有効性を改めて確認す

ることができたが，指導のねらいとそれに即した

教材の設定との関連については，未だ経験則でし

かない．そのことを明らかにすることで，子ども

たちは知覚・感受の結びつきを指導のねらいに応

じてより豊かにすることができるようになると考

える． 

③音楽が速くなったと感じる要素に速度だけでなく，

リズムが細かくなることもある．このように要素

と感覚とが複合的に関わっているものが他にもあ

ると考えられる．このことを活用し音楽をより深

く味わうことができるようにするための段階的系

統的な指導について今後検討する必要がある． 

 

本論文は，査読により修正し掲載されるもので

ある。 
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